
平成20年度事務事業評価表 担当 内線等

①総合計画、市長マニフェストでの位置付け (該当しない事業については記入不要です。)

施策名

②事務事業の内容

③成果指標

④事業の概要

教育委員会　体育課 3404

① ②

基本目標、施策に対する貢献度 ２点　施策の達成にある程度効果があった

市長マニフェスト －

市長マニフェストの執行状況 －

事務事業名 体育協会活動事業

基本目標 ４．豊かな心と創造性を育むまちづくり スポーツ・レクリエーション

対象(受益者) 蒲郡市体育協会に対し

手　　段 補助金を交付し活動を支援することにより

成果、目標 各種競技のレベル向上と活動の活性化を図る。

成果指標名 加盟者1人当りの補助金額 補助率

成果指標の
説明

補助金額／加盟者数 (補助金額／補助対象事業費)×100

指標の推移 平成19年度決算（実績） 平成20年度決算（実績） 平成21年度予算（計画）

成果指標① 1,200円 1,206円 1,200円 

平成21年度計画

成果指標② 63.36% 63.14% 60.06%

団体・加盟者
数

項　　目 平成19年度実績 平成20年度実績

24団体 5,582人 24団体 5,473人

6,600,000円

補助対象事業
費

10,573,859円 10,453,448円 10,989,000円

補助金額 6,700,000円 6,600,000円

24団体 5,500人
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⑤事業にかかる人工 （単位：人）

人工計 0.50人
次長
課長級

0.20人 補佐級 0.00人 係長級 0.00人 一般職 0.30人 非常勤 0.00人 再任用 0.00人

⑥事業費 ※決算書、予算書に記載のある事業は決算書等の事業費を記載してください。（単位：千円）

事業費

人件費

合計

特定財源

一般財源

⑦事業の仕分け

説明

⑧総合評価

⑨改善点、問題点等

Ｂ 事業の進め方に改善の余地がある総合評価

財源
内訳

6,600

3,710

体育協会は、市民の健康増進・維持に重要な役割を果たしているスポーツ
の受け皿となっており必要な組織で、市から一定の支援は必要である。
しかし、協会運営において市職員の事務負担が大きくなってきており、協
会が自立して組織運営をすることが望まれる。

人件費
を含む
事業費

過去の改善点

10,310

0

10,310

Ｂ 改善を加え市が実施

協会内には、協会事業を実施するため各実行委員会を設けて事業内容を協議している
が、市職員の参加を取りやめ協会幹事に責任をもって部会を開催していただき、職員の
関与を減らしてきた。

今後の改善計
画

他自治体においては、財団法人やNPO法人として体育協会が自立して運営しているところ
もあり、蒲郡市においても蒲郡文化協会のように自立することが望まれる。
体育協会所属団体の理事、幹事等代表者の意識改革を進め体育協会の自立の方向性を検
討していく。

現在の課題、
問題点

体育協会設立以降、体育協会の事務処理を体育課で行ってきたため、それが当たり前と
なってしまっている。
市職員の事務関与を減らし体育協会で事務職員を雇用する場合、人件費捻出のための会
費の増額又は現在各協会へ支給されている強化費の減額が見込まれるが理解が得られる
か問題である。
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